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働組合の専従などの仕事をしながら芝居に打ち込み、1987 年に死去。11 月 11 日付『讀賣
新聞』全国版は、次のように報道した。 
 

































『河』の初演は 1963 年であり、その公演台本が『テアトロ』第 239 号（1963 年 9 月号）


















Ⅱ 1960 年代前半まで 
 
１．『河』の 1960 年代前半の改稿 
 










表 1 『河』構成の変遷 
  ① 淺野図書館版 ③ アンサンブル版 ④ ⑤ 
序曲 ○ ○ プロローグ × × × 
第一幕     絵の具 絵の具 絵の具 絵の具 
  絵の具 絵の具         
  怒りのうた 怒りのうた         
間奏曲 ○ ○ × × × × 
第２幕     怒りのうた 怒りのうた 怒りのうた 怒りのうた 
  8 月 6 日 8 月 6 日         
  1950 年の８月６日 1950 年の 8 月 6 日         
  白日の街           
間奏曲 ○ ○ × × × × 
第三幕             
  ひろしまの空（1） ひろしまの空(1） 8 月 6 日 8 月 6 日 8 月 6 日 8 月 6 日 
  ひろしまの空（2) ひろしまの空(2) 1950 年の８月６日 1950 年の 8 月 6 日 1950 年の８月６日 1950 年の 8 月 6 日 
      ひろしまの空 ひろしまの空 ひろしまの空 ひろしまの空 
第 4 幕 × 終曲：その日はいつか 河のある風景 朝 その日はいつか その日はいつか 
間奏曲 × × ○ × × × 
エピローグ × × ○ × × × 
＊ラスト オストロフスキー その日はいつか その日はいつか 朝 オストロフスキー オストロフスキー 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































4  たとえば朝日新聞の宮崎園子記者が 2019 年６月 13 日付・広島版で、「「この日」大切に 60
年 広島・市民劇団の草分け「月曜会」 22 日から公演」との見出しで紹介記事を書いている。 




































7  たとえば前掲、永田『ヒロシマを伝える』は貴重な成果だが、1950 年８月６日の警察によ
る福屋百貨店前での弾圧のなか、日本人は逮捕されなかったにもかかわらず、朝鮮人が逮捕さ
れた事実があることを『中国新聞』1950 年 8 月 7 日付記事に基づき指摘し、こうした民族の
差はなぜ生じたのか、と疑問を呈している(130 頁)。だが管見の限り、この事実を最初に発掘
したのは、黒川伊織「今堀誠二『原水爆時代』再読 : 1951 年「原爆記念全国平和会議」の位置











歴史社会学：国鉄と社会諸階層』世織書房、2004 年所収）によると 1930 年に尋常小学校に入




10 『赤旗』は 1987 年 11 月 10 日（火曜日）の「党生活」面ではなく、「社会」面で土屋の死去





文書館紀要』第 19 号、1996 年を参考にした。また尾津には『ドラマ・ドリーム：戦後広島の
演劇を語る』広島都市生活研究会発行、1996 年などもある。 
12 1963 年７月 10 日付『河』初演パンフレット掲載の長崎孝「土屋清君のことなど」に拠る。 
13 広島市立中央図書館には『河』（資料コード：1100238450）が所蔵されており、表紙裏に「昭




ている。この点は 1963 年の初演時の『パンフレット』などでも強調されている。 







筆者は 1964 年 5 月の第２稿のシナリオを確定できていない。前出の 64 年浅野図書館版が、
公的に閲覧できる資料のなかでは、５月公演の台本に最も近いものだと思われる。いずれにし





うとする積極的な面が具体的になっている」点などをあげている(109 頁、機関紙 14 号の発行
年月日の記載は無いが、15 号は 1964 年５月８日付発行）。岩井里子によると②64 年版に基づ
く公演では、峠の棺を赤旗で包むという演出もあり、1965 年３月に 56 歳で自死した峠和子は
峠が「いさましゅうなった」と感想を述べたと言う（2019 年７月 27 日の岩井史博・里子への
インタビュー）。ちなみに「ある男」の存在は、④74 年演劇会議版・⑤88 年追悼公演版では削
除されている。 





18 『朝日新聞』（東京・夕刊）1974 年２月 22 日。広島市立図書館所蔵の『河：四幕・劇団月曜
会上演台本』（資料コード：1392049419）の最後の頁にのり付けされた 1974 年 3 月 4 日付の
「月曜会『河』を観る会」のニュース 5 号では、戯曲賞について次のように説明している。 
  「1937 年、小野宮吉戯曲賞が制定され［中略］第 1 回久保栄二郎「北東の風」、第二回久保
栄「火山灰地」に送られた。1966 年 1 月故人の 30 年忌追悼会が催されたのを機会に、関鑑子
さん［小野宮吉の妻で、戦後、「うたごえ運動」の指導者となる］からの基金 100 万円の提供
で、新たに「小野宮吉戯曲平和賞」の名称で復活。67 年度（［通算］第３回）山田民雄「かり
そめの出発」「北海道海流」、68 年度（第 4 回）大橋喜一「ゼロの記録」、69 年度（第 5 回）高
橋治「告発 水俣病事件」、70 年度（第 6 回）飯沢匡「もう一人のヒト」、71 年度（第 7 回）
該当者なし、72 年度（第 8 回）本田英郎「朝鮮海峡」」。 
19 『讀賣新聞』1974 年３月４日夕刊。 
20 http://zenrien.sakura.ne.jp/journal/ 2020/05/17 閲覧。なお 2019 年 1 月現在、劇団月曜会























































かなた夕ぐれる木陰の土に 日鋼の労働者らたおれて眠り、▲そのあたり しづかに剛し。 
24 林幸子「ヒロシマの空」 国立広島原爆死没者追悼平和祈念館のウェブサイトより。 
https://www.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/taikenki/sora.html 2020 年 2 月 19 日閲覧。 
夜  野宿して▲やっと避難さきにたどりついたら▲お父ちゃんだけしか  いなかった▲ 
──お母ちゃんと  ユウちゃんが▲死んだよお…… 
八月の太陽は▲前を流れる八幡河に反射して▲父とわたしの泣く声を  さえぎった 




気にさらされ▲体が  ぼうちょうして▲はみだす  内臓▲渦巻く腸▲かすかな音をたてな
がら▲どすぐろい  きいろい汁が▲鼻から  口から  耳から▲目から  とけて流れる▲あ
あ  あそこに土蔵の石垣がみえる 




台所のあとに▲お釜が  ころがり▲六日の朝たべた▲カボチャの代用食が  こげついてい
た▲茶碗のかけらが  ちらばっている▲瓦の中へ  鍬をうちこむと▲はねかえる▲お父ち
ゃんは  瓦のうえに  しゃがむと▲手  でそれをのけはじめた▲ぐったりとした  お父ち
ゃんは▲かぼそい声で指さした▲わたしは鍬をなげすてて▲そこを掘る▲陽にさらされて  
熱くなった瓦▲だまって▲一心に掘りかえす父とわたし 
ああ▲お母ちゃんの骨だ▲ああ  ぎゅっ  とにぎりしめると▲白い粉が  風に舞う▲お母
ちゃんの骨は  口に入れると▲さみしい味がする▲たえがたいかなしみが▲のこされた父
とわたしに▲おそいかかって▲大きな声をあげながら▲ふたりは  骨をひらう▲ 
菓子箱に入れた骨は▲かさかさ  と  音をたてる 
弟は  お母ちゃんのすぐそばで▲半分  骨になり▲内臓が燃えきらないで▲ころり  と  









もないたべ物を  喉にとおす 






ひと月も  たたぬまに▲わたしは▲ひとりぼっちになってしまった 























































































































27 前掲、土屋清「峠三吉のこと、『河』への思い」66-67 頁。 




57 号、1984 年８月、39 頁。本稿では初出である『演劇会議』所収のものに基づいている
が、この論文は前掲、土屋時子ほか『ヒロシマの河』にも収録されている。 











33 牧原憲夫『山代巴 模索の軌跡』而立書房、2015 年などを参照のこと。 
34 山代巴「一つの補足：『この世界の片隅で』を編集して」（第 11 回原水禁世界大会のあとに（そ
の 2））『文化評論』第 49 号、1965 年 11 月、89 頁。 






後日中関係秘史」『アジア社会文化研究』第 20 号、2019 年を参照されたい。また国谷哲資ほ
か「激動中国に青春を生きる：留用と学校で学んだ人生観」『拓蹊』第 2 号、2015 年もある。
いずれも広島大学学術情報リポジトリで公開されている（https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/ja/）。 
37 菅井幸雄「「記録演劇」の問題：「河」「米どころの報告」について」『文化評論』63 年 11 月号、
85 頁。なお菅井は土屋を「劇作家と革命家という、現象的には矛盾する行動を通して、しかし
本質においてはその二つを統一する、より高い行動を求め、そのなかで生きようとしている」
と評している。また菅井によると筆者のいう①『テアトロ』版は第 2 稿とのことである（84 頁）。 
38 土屋清「“ひろしまのうたごえ”と新制作座フェスティバル」『機関誌』通巻第 6 号（劇団第 2
号）、1961 年、43 頁。 
39 土屋清「報告一 なにを生き、何を産みだすべきか？」『第 16 回劇団総会基調報告要旨』1974
年 7 月 20-21 日。 
40 前掲、土屋清「尊大なリアリズムから土深いリアリズムへ」18 頁。 





 1959/4 夜明けの歌 村中好穂 メーデー前夜祭 
1959/11 父と娘 辻合敏明 第二回演劇祭 
1960/4 瓜子姫とアマンジャク － メーデー前夜祭 
1960/11 僕らが歌をうたうとき 宮本研 第 3 回演劇祭 
1961/4 赤とんぼ 土屋清 メーデー前夜祭 
1961/6 赤とんぼ 土屋清 第４回演劇祭 
1961/6 人を喰った話 宮本研 第 4 回演劇祭 
1961/7 赤とんぼ 土屋清 広島保専研究大会 
1962/4 炉あかり 黒沢参吉 第 1 回公演 
1962/4 仮面劇 池田隼人介顛末記 土屋清 メーデー前夜祭 
1962/6 炉あかり 黒沢参吉 移動公演 




1962/12 熱い雪 諸井条次 第二回公演 
1963/2 僕らが歌をうたうとき 宮本研 青研集会前夜祭 
1963/3 赤とんぼ 土屋清 青年大会前夜祭 
1963/8 河 土屋清 合同公演 
1963/8 狐と狸 土屋清 広島のうたごえ 
1964/4 さるかに合戦 － 国際婦人デー 
1964/5 河 土屋清 第３回公演 
1964/6 雑草の歌 集団創作 第 9 回演劇祭／二期研究生卒業公演 
1964/8 河 土屋清 移動公演 
1964/12 キューポラのある街 早船ちよ原作／蓬莱泰三脚色 第 4 回公演 
1965/4 天満のとらやん かたおかしろう 移動公演 
1965/6 天満のとらやん かたおかしろう 第 11 回演劇祭 
1965/7 天満のとらやん かたおかしろう 国鉄演劇祭 
1965/8 河 土屋清 合同公演 
1965/11 獅子 三好十郎 第 12 回演劇祭 
1966/2 千鳥太鼓 諸井条次 第 13 回演劇祭／第 1 回演劇学校卒業生 
1966/3 千鳥太鼓 諸井条次 第 5 回公演 
1966/9 僕らが歌をうたうとき 宮本研 第 2 回演劇学校卒業生 
1966/11 黙秘 勝山俊介 自由法曹団集会 
1966/11 黙秘 勝山俊介 第六回公演 
1967/4 やさかのおんば 竹内勇太郎 研究発表会 
1967/9 ゆう 小林万吉 第 16 回演劇団／第 7 回公演 
1967/11 拳よ火をふけ！ 土屋清構成 松並争議 2 周年記念集会 
1968/2 芸州世直し一揆 土屋清 合同公演 
1968/7 巣ばなれ 黒沢参吉 第 17 回演劇祭 
1968/8 北風のくれたテーブルかけ 久保田万太郎 第 8 回公演 
1968/12 獅子 三好十郎 第 18 回演劇祭 
1968/12 北風のくれたテーブルかけ 久保田万太郎 クリスマス子ども演劇祭 
1969/3 北風のくれたテーブルかけ 久保田万太郎 移動公演 
1969/4 星をみつめて 土屋清 第 19 回演劇祭 
1969/4 星をみつめて 土屋清 第 9 回公演 
1970/6 わたしたちの朝を！ 土屋清構成 70 演劇行動合同公演 
1970/12 ひろしまの冬 上田修 労演例会・合同公演 
1970/12 星をみつめて 土屋清 働くものの文化の集い 
1971/5 呑んだくれ 宇田貞三・栗原省 第 10 回公演 
1971/12 万灯のうた 土屋清 第 11 回公演 
1972/3 万灯のうた 土屋清 移動公演 




1972/9 僕らが歌をうたうとき 宮本研 第 3 期研究生卒業公演 
1973/5 カルラールのおかみさんの武器 ブレヒト 第 12 回公演 
1973/9 混血児 ヒューズ 第 4 期研究生卒業公演 
1973/12 河 土屋清 第 13 回公演 
1974/4 河 土屋清 ［記載無］ 
1974/12 太鼓のひびき 小倉茂構成 青年演劇祭 
1975/2 銅の李舜臣 金芝河作・大橋喜一台本 第 14 回公演 
1975/2 祖国の土深く 小倉茂構成 第 14 回公演 
1975/6 ベロ出しチョンマ 斎藤隆介原作・多田徹脚色 第 5 期研究生卒業公演 
1975/9 仕立職人 箱崎良之 生活のうたシリーズ公演 
1976/8 未来を語り続けて 深川宗俊構成 8・6 文化集会 
1977/6 ジョー・ヒル 広渡常敏 第 15 回公演 
1978/6 富島松五郎伝 森本薫 第 16 回公演 
1978/11 富島松五郎伝 森本薫 移動公演 
1979/11 月曜会版ブレーメンの音楽隊 武田隆良構成 研究公演 
1980/2 たんぽぽは風にのって 尾津訓三 第 6 期研究生卒業公演 
1980/11 セチュアンの善人 ブレヒト 第 17 回公演 
1981/5 橋 フラッティー 小劇場公演 
1981/5 リディチェからの花々 フラッティー 小劇場公演 
1981/7 リディチェからの花々 フラッティー 実験劇場 
1982/2 小市民の結婚式 ブレヒト 第 8 期研究生卒業公演 
1983/1 閃光の遺産 三好徹原作／土屋清脚本 創作試演 
1983/8 河 土屋清 峠三吉没後 30 年記念公演 
1984/4 橋 フラッティー 三人小劇場 
1984/4 寿歌 北村想 三人小劇場 
1984/9 ブレーメンの音楽隊 せきやゆきを・神田成子 第 20 回公演 
1985/4 楽屋 清水邦夫 
1985/6 ネームリング 岡安伸治 
1985/8 ネームリング 岡安伸治  
1986/3 アンネの日記 バケット夫妻 管原卓（訳） 研究生卒業公演 
1986/6 獅子 三好十郎 
1986/11 獅子 三好十郎 
1986/12 風の吹く一幕 原源一 
1988/6 河 土屋清 峠三吉没後 35 年／土屋清追悼公演 
1988/8 河 土屋清 峠三吉没後 35 年／土屋清追悼公演 
43 （座談会）「ブレヒトと私たちの劇団」『機関誌』1973 年、178-182 頁。対談に現れる原洋子
とは、岩井里子のペンネームである。 




45 「座談会 地方文化の活力を探る」（上）『中国新聞』1977 年５月 24 日。 
46 前掲、土屋清「尊大なリアリズムから土深いリアリズムへ」6 頁。 
47 土屋清「なにを築くか：「河」公演班への手紙」『民藝の仲間』166 号、1975 年６月、６頁。 
48 「平和運動から生まれた“原爆詩集”」『峠三吉没後 35 年・土屋清追悼公演台本 河』月曜会ほ
か発行、1988 年 3 月、120-121 頁。なおこの対談は東京に拠点をおく専門劇団・民藝の「河」
公演（1975 年 6～7 月）を前に、土屋のほかに峠三吉役の安田正利、妻・春子役の久保まづる
かの二人を加えて行われ、原載は『民藝の仲間』256 号、1975 年 6 月 1 日となっている。だ
が、同雑誌の『河』特集号は 166 号、1975 年 6 月であり、同号には該当の対談は掲載されて
いない。また 256 号は国会図書館にも所蔵されていないが、前後の同雑誌の発行年月から推測
すると 1988 年前後のものだと思われる。 
49 「シリーズ地方文化への堤言 支流からの堤言」(下)『中国新聞』1977 年５月 17 日。 
50 前掲、土屋清「尊大なリアリズムから土深いリアリズムへ」6 頁。 
51 前掲、土屋清「報告一 なにを生き、何を産みだすべきか？」。 
52 「シリーズ地方文化への堤言 支流からの堤言」(上・下）『中国新聞』1977 年 5 月 16 日、17
日。 










月曜会機関誌』26 号 1976 年 7 月 1 日、229 頁。 
57 「吉田嘉清氏にきく 「ヒロシマと日本の「戦後平和運動」」『炎のように風のように : ひろ
しまの河』東京演劇アンサンブル、1972 年 4 月、19-20 頁。原水爆禁止運動の指導者としての
吉田は、社会党系の運動との再統一を目指し、共産党から除名された。その経過の吉田側から
の記録が『原水協で何がおこったか：吉田嘉清が語る』日中出版、1984 年であり、共産党の見
解が日本共産党『日本共産党の六十五年』（三）、新日本文庫、1989 年、185 頁に示されている。 
58 渡辺力人ほか『占領下の広島 : 反核・被爆者運動草創期ものがたり』日曜舎、1995 年。 
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く取り上げられた。たとえば 1994 年 10 月 31 日付『毎日新聞』大阪夕刊は「被爆前のにぎわ
い、劇で再現へ 広島の爆心・旧中島天神町」との見出しで、「芝居「消えた街：天神町一番地」
は、日中戦争を体験した男と芸者のラブストーリーに、米国人宣教師らを絡め、大衆演劇仕立









の会編『ドラマの森 1993』西日本劇作家の会事務局、1994 年に掲載されている。 
 
 
